いわゆる せリふ 

舞台の 言葉、 即ち 「劇的 文体」 は、 所謂、 白 (台詞) 

を 形造る もので、 これ は、 劇作家の 才能 を 運命的に 決 

定 する ものである。 

普通 「対話」 と 呼ばれる 形式 は、 文芸の 凡ゆる 作品 

中に 含まれ 得る 文学の 一 技法に すぎない が、 これが 「劇 

的 対話」 となると、 そこに 一 つの 約束が 生じる。 それ 

はつ まり、 思想が 常に 感情に よって 裏づ けられ、 その 

リズム 

感情が 常に 一 つの 心理的 韻律と なって 流動す る ことで 

ある。 甲の 白が 乙の 白に よってより 活かされて ゐるこ 

とで ある。 「心理的 飛躍に 伴 ふ 言葉の 暗示 的 効果」 が、 

最も 細密に 計画され てゐる ことで ある。 



由と して、 その 翻訳が 単に 劇の 思想 乃至 形式の み を 伝 

へる に 止まって、 真の 「劇的 美」 を 形造る 一要素、 即 

ち 「文体の もつ 戯曲 的 魅力」 を 等閑に 附 して ゐ たとい 

ふ 一事 を 前章に も 一寸 述べて おいた ので あるが、 これ 

はもう 一 度 繰返して 云 ふ 必要が ある。 

ここで その 翻訳の 例 を 挙げる こと は 容易で あるが、 

自分の 経験から 云っても、 嘗て イプセンの 邦訳 (誰の 

だった か 忘れた が) を 読んで、 当時 多くの 人々 と共に 

少 からず 感心し、 なるほど、 近代劇の 巨匠と 云 はれる 

害 だ、 これ は 天才に 違 ひない とひと り 大いに 悦に入つ 

てゐ たと ころが、 間もなく 同じ 作者の 同じ 作品 を、 仏 



しかも この 舞台の 上で、 ほんた うに、 ポルト. リシ ュ 

の 戯曲が わかった ので ある。 ポルト • リシ ュの 文体が 

わかった ので ある。 ポルト. リシ ュの 芸術が 解った の 

である。 私 は、 それ以来、 芝居 を 観に 行く ことが 怖く 

なった。 今まで 読んだ 脚本が、 自分に どれほど 解って 

ゐ ないかと いふ 試験 をされ に 行く やうな ものであった 

から。 

そ も そ 

私 は、 抑 も 戯曲と は …… と考 へた。 抑 も 戯曲と は、 

なるほど これ かな あ、 と朧 ろげ ながら 感じた。 その 感 

じ を 強 ひて 云へば、 結局、 何 かに も 書いた ことがある 

が、 「人間の 魂の 最も 韻律 的な 響き (或は 動き) を 伝へ 



るか を考 へて みるがいい。 而も、 それが 実際の 場合に 

はた だ 一 つの 訳し 方し かない。 

Tu as raison. 

お前の 考へは 正しい。 

お前の 言 ふこと は 尤 も だ。 

お前の 云 ふ 通り さ。 

お 説 御尤も。 

それ はさう だ。 

それ はさう だね。 

それ もさう だ。 

さう だった ね。 



ほんと だ。 

それが、 ほんと なんだ。 

お前 は 話せる。 

ほんと にさ。 

お前の 話 はよ くわ かる。 

そいつ は、 尤もな 話 だ。 

それが あたり 前 さ。 

違 ひない。 

お ほきに。 

一寸 思 ひつく だけで この 通り (対 手との 関係 を 問題 

外と しても) 前後の 関係で、 はっきり、 どれ を 選ぶ ベ 
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